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要  旨  

 八幡図書館は、建造後50年を経過した歴史的建造物で、一定の評価を

得ており、本来ならば、文化庁が所管する登録有形文化財として既に登

録済みであるべき建造物である。 

また、八幡図書館は、八幡の戦災復興の象徴として歴史的景観に寄与

しており、その外観及び内装に施されている意匠は建築界の規範となっ

ている。壊されてしまうと再現することは容易でない。建物に使われて

いる鉱さいれんがは、八幡製鐵所の鉱さいの再利用であり、産業遺産と

つながるストーリーのあるまちおこしで、八幡を活性化できる重要な建

造物である。 

この制度は届け出制であり、管轄部署は価値を認識して届け出る責任

を負っている。また、制度上の優遇措置を受けることで、保全に係る財

政的な負担を緩和できる。 

ついては、次のとおり措置していただきたい。 

記 

１ 八幡図書館を登録有形文化財として届け出ること。 

２ 登録有形文化財建造物制度の優遇措置を活用し、保全に係る財源を

確保すること。 
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